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編集後記
＜特集：資源・エネルギー＞
＊巻頭言でも述べていますが，資源・エ
ネルギーを取り巻く環境は激変していま
す。中国を中心とした鉄鋼生産の増加に
伴って，鉄鉱石，原料炭などの鉄鋼原燃
料はタイト化しています。一方，シェー
ルガス・シェールオイルの資源化が実現
し，市場に大きな影響と事業機会を与え
ています。そして我が国では，東日本大
震災に伴う福島第一原子力発電所の事故
により，原子力エネルギーから少なから
ず転換を余儀なくされると同時に，事故
からの復旧・復興に加え，廃炉，および
使用済燃料・放射性廃棄物の処理・処分
が大きな課題となっています。
＊このような環境変化に伴う社会的要請
に応えるべく，当社グループは総合素
材・機械・エンジニアリングメーカとし
て，資源・エネルギー関連の製品・技術
を幅広く提供しています。前号では，機
械分野における省エネルギーやエネルギ
ーの有効利用に関する製品・技術をご紹
介しました。本号では，主に素材，プロ

セス，プラントの観点から当社グループ
の製品・技術を紹介しています。
＊本号の企画を行うにあたって，グルー
プ全体を対象に，できるだけ幅広い製品
領域の記事を集めることとしました。鉄
源プラントエンジニアリング，低品位石
炭利用技術，鉄鋼スラグの資源化，自家
発電技術，ガスハンドリング技術，化学
プラント用超大型・高圧肉厚容器，極低
温容器用鋼材，原子力圧力容器用部材，
使用済燃料・放射性廃棄物の貯蔵容器お
よび貯蔵施設などです。
＊これら多様な技術と商品群を保有して
いることは，当社グループの特長の一つ
です。変化する社会のニーズに応えてい
くためには，多様な要素を有機的に結合
させることにより，新たな価値を生み出
していくことが求められます。当社グル
ープは，これからも新たな技術・商品を
創出してまいります。本号が少しでも皆
様のご参考になれば幸いです。

（三村　毅，森　啓之）

次号予告
＜特集：ものづくり＞
＊当社グループでは，総合素材・機械メ
ーカとして，ユーザの皆さんに信頼され
る技術，製品，サービスを提供すること
を企業理念として掲げています。これら
の技術，製品，サービスの提供を進める
ために，当社グループの競争力の源泉は
「ものづくり」であると考えています。
＊素材系製品である鉄鋼・アルミ合金・
銅合金・チタンにおける“ものづくり”
力の強化として，合金設計，製鋼製錬，
加工・熱処理，表面処理などの一貫製造
プロセスにおける工程の適正化と品質を
保証するための計測・分析・評価・シミ
ュレーション技術などに注力していま
す。
＊機械系製品における“ものづくり”力
の強化としては，製品の設計段階を始
め，切削・溶接などの加工プロセスの適
正化における品質向上に努めるととも
に，当社グループ外での“ものづくり”
力の強化に寄与する種々の分析装置・技
術を提供することにより，広く社会への
貢献に努めています。
＊“ものづくり”力を支える技術として，
数値シミュレーションは新しい技術とし
て広く活用されています。コンピュータ
能力の向上とともに，複雑な境界条件や

新たなモデル化，熱と変形の連成化など
高度な計算が可能となり，実際の生産プ
ロセスに適用可能なレベルに到達してい
ます。たとえば，鍛造時の変形形状と材
料組織を両立できるような工程設計への
適用や，溶接時の溶材の流動と凝固の問
題，熱処理による大型部品の変形などへ
の適用が可能となっています。
＊また，計測や評価技術においても，振
動や赤外線を活用した新たな計測技術の
実用化や，従来と比べて新たな評価精度
が要求される電池や半導体など評価技術
への取り組みなど，“ものづくり”に不
可欠な“見える化”への取り組みも進ん
でいます。
＊さらに，これらのシミュレーションや
計測・分析・評価技術に加え，これまで
の経験値をシステム化することにより，
実際の“ものづくり”を補佐する技術と
して，ガイダンスを与えてくれるシステ
ムも実用化されつつある。
＊これらの“ものづくり”に関する当社
グループの取り組みは広範囲に渡って行
われています。次号では，これらの“も
のづくり”に関する当社グループの取り
組み事例の一端を紹介します。

（前田恭志，井上憲一）
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